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§１．研究開発実施体制  

 

（１）「東北大」グループ（東北大学） 

① 研究開発代表者：佐藤 修正 （東北大学 生命科学研究科、教授） 

② 研究項目 

・窒素固定クレード植物の比較ゲノム解析 

・窒素固定クレード植物への複数遺伝子導入系の開発 

 

（２）「かずさ」グループ（かずさ DNA研究所） 

① 主たる共同研究者：平川 英樹 （かずさ DNA研究所 ゲノム情報解析施設、施設長） 

② 研究項目 

・窒素固定クレード植物のゲノム配列解析 

・窒素固定クレード植物の比較ゲノム解析 

 

（３）「基生研」グループ（基礎生物学研究所） 

① 主たる共同研究者：征矢野 敬 （基礎生物学研究所 共生システム研究部門、准教授） 

② 研究項目 

・共生関連遺伝子の機能保存性の評価 

・根粒共生付与の鍵となる遺伝子群の解明 

 

（4）「筑波大」グループ（筑波大学） 

① 主たる共同研究者：壽崎 拓哉 （筑波大学 生命環境系、准教授） 

② 研究項目 

・保存共生関連遺伝子の機能評価 

・鍵となる欠失遺伝子の解明 

 

（5）「農研機構」グループ（農業・食品産業技術総合研究機構） 

① 主たる共同研究者：下田 宜司 （農業・食品産業技術総合研究機構 生物機能利用研究部

門、上級研究員） 

② 研究項目 

・窒素固定バクテリアと窒素固定クレード植物の相互作用解析 

・イチゴの根に内生する窒素固定細菌の探索 

 

（6）「鹿児島大」グループ（鹿児島大学） 

① 主たる共同研究者：内海 俊樹 （鹿児島大学 学術研究院理工学域、教授） 

② 研究項目 
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・窒素固定バクテリアの開発 

・窒素固定バクテリアと窒素固定クレード植物の相互作用解析 

 

（7）「静岡大」グループ（静岡大学） 

① 主たる共同研究者：富永 晃好 （静岡大学 学術院農学領域、助教） 

② 研究項目 

・イオンビーム照射によるイチゴ突然変異体のスクリーニング 

・イチゴ突然変異体の特性評価 

 

§２．研究開発成果の概要  

 

  マメ科植物は窒素固定菌を細胞内に取り込むことにより大気中の窒素をアンモニアに変換し、

窒素栄養として利用することができる。窒素固定共生を行う植物は、マメ科植物を含むマメ目のみ

ならず、ブナ目、バラ目、ウリ目の植物にも少数ながら存在している。窒素固定クレードと呼ばれる

これらの植物群のゲノム解析から、これらの共通祖先で窒素固定共生が確立され、その後窒素固

定クレードの多くの種は遺伝子機能の欠失により共生能を失ったことが示唆されている。このような

背景から、本研究では、窒素固定クレードに属するイチゴ（バラ目）とカスミヒメハギ（マメ目）を対象

として、進化の過程で失われた共生関連遺伝子群を明らかにし、それらの遺伝子群を戻す“復元”

（リコンストラクション）のアプローチで窒素固定共生の能力を非マメ科植物に付与することを目指し

ている。 

 2021年度は、データベースに登録されているマメ科以外で窒素固定共生を維持している窒素固

定クレード植物のゲノム情報に対して遺伝子予測を行うことで、解析対象を拡大した比較ゲノム解

析を実施した。その結果、窒素固定共生に重要な役割を果たす 81の共生関連遺伝子の中で、11

遺伝子がイチゴで欠失している可能性があることを明らかにした。これらに対応するミヤコグサの遺

伝子をイチゴに導入するための技術開発を進め、これまでに 3 種の遺伝子を同時に導入すること

に成功している。一方、イチゴでシンテニーが確認された 51 の共生関連遺伝子について、ミヤコ

グサの変異体を用いた相補実験を進めており、これまで供試した 6 遺伝子全てで相補を確認して

いる。 

 菌側からのアプローチでは、広宿主域の根粒菌が、イチゴとカスミヒメハギでともに根に内生する

ことが確認された。同じ菌株をイネやトマトに接種した場合にはこのような現象は認めらなかったた

め、この内生現象は窒素固定クレード植物に特徴的な現象である可能性が示唆された。 

 

【代表的な原著論文情報】 

Phenolic acids induce Nod factor production in Lotus japonicus-Mesorhizobium 

symbiosis. Shimamura M, Kumaki T, Hashimoto S, Saeki K, Ayabe SI, Higashitani A, 

Akashi T, Sato S, Aoki T. Microbes Environ. 37: ME21094 (2022). 

 


